







その他のタイトル The process of teachers' professional growth
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E⑥⑦、 F⑤⑦、 G⑤、 K⑥)
@児童生徒や保護者と日本語でのコミュニケーションが取れなかった (c③、 J⑦、し⑤、 M⑤)
・研修機会や助言者がなく必要な情報が手に入らなかった (c④、 G④、日⑦、 K⑦)
・効果的な指導体制をとることができなかった(一人ひとりに応じた指導ができなかった) (A 
⑦、日⑥、 I⑥、 L⑨)









-教科の学習指導や学力向上に関する課題 (A⑬、 E⑬、 I⑬、 K⑪、 M⑬)
・外国人保護者に関する課題 (c⑫、 E⑫、G@足並、 J@⑬)





⑬、 D⑬、 E⑬、 I⑪)
・子どもに応じた効果的な日本語指導法がわからなかった (A⑬、 B⑫、 C⑬)
























いる国際教室の担当経験者から助言を得た (A⑫@⑪、 D⑦、 E⑪、 F⑪、 K⑨、 M⑨)、他地域に視察
に出かけたり他地域の経験者に助言を得たりした (E⑫、 J③⑪、 L⑬、 M⑬)、などである。
2つめは、「研修会参加や書籍などを通じて自分自身が知識や技術を習得する方法jである。具
体的には、校外の民間の研修会に参加した (D③、 G⑬、 K⑬、 L⑪、 M⑬)、行政研修に参加した (D









うになった (AO 、 D⑬、 E~、 F⑬、 I⑬、 K⑬)、他の教員の理解が得られるような働きかけができ
るようになった (A②、 F⑬、 G⑬、 I⑬)、などである。
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2つには、「自分が身につけた情報や知識を活用する方法jである。具体的には、子ども一人ひ
とりに応じた指導への配慮、を考えるようになった (B⑬、 E~、日⑬、 L⑪)、効果的な指導体制の作
り方がわかるようになってきた (A~、 B⑬、 I⑬)、臨機応変に指導が組み立てられるようになっ








学級担任との連絡を密にする (F⑪、 I⑬、 K@@⑬)、保護者と学級担任の間の情報交換が円滑に




場にする (B⑬、 E~@、 G⑬)、国際教室の担当は子どもが安心して話せる存在であることを自覚
する (C⑬、 J⑬)、などがある。
3つには、外国人児童生徒の学力向上に向けた支援を心がけるものである。具体的には、日本












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































版)~小学館、 2009 年、 226-237 頁より一部抜粋)。
13母語の種類によって、母語支援員の手配や教材入手の密難さが異なる。対訳付教材の整備状況
も異なる。また、児童生徒の日本語力にも相当の差がある。日本生まれ日本育ちのため、ひらが
なやカタカナは読み書きできるとしづ児童生徒もいれば、日本語の文字も会話もまったく理解で
きないとしづ児童生徒もいる。児童生徒の母語の種類や日本語力によって、使用する耕オ等が異
なってくるため、児童生徒ごとに教材準備や指導計画が必要になる。
14間8の回答として、家庭事情により安定的な学習環境を与えられていない児童生徒のこと (A@、
C⑬)や、子どものストレスや心の問題 (F@、I⑬)を挙げた教員もいる。
? ???
